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平
成
27
年
9
月
14
日
（
月
）、
群
馬
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
群
馬
県
と
当
協

会
主
催
に
よ
る
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
群
馬
県
生
活
文
化

ス
ポ
ー
ツ
部
県
民
生
活
課
の
花
崎
次
長
と
当
協
会

の
大
竹
理
事
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
特
定
非
営
利

活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
栗
田

暢
之
代
表
理
事
に
よ
る
基
調
講
演
と
各
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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常
務
理
事
・
事
務
局
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阿
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英
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氏
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主
任
企
画
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久
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氏

非
営
利
団
体 

コ
ミ
サ
ポ
ひ
ろ
し
ま

代
表　

安
永 
智
也 
氏

基
調
講
演
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
当
の
必
要
性

（
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活
動
）
と
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
独
自
の
発
想
に
よ
る
活
動
の
素
晴
ら
し

さ
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
実
際
の
活
動

現
場
で
の
課
題
や
平
時
の
地
域
防
災
力
向
上
へ
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
各
方
面
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
な
ど
を
考
え

る
う
え
で
大
変
参
考
と
な
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。
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「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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役
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と
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「
災
害
現
場
で
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

今
後
の
課
題
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

14
：
55
〜
16
：
25

栗田 暢之 氏
特定非営利活動法人
レスキューストックヤード　代表理事
阪神・淡路大震災でボランティアのコーディネートを
務めて以降、自然災害の現場で支援活動を展開。現
場での学びを生かし、地域防災力の向上や災害ボラ
ンティアの育成等に尽力している。東日本大震災支
援全国ネットワーク（JCN）代表世話人、愛知県被
災者支援センター長なども務める。


